
令和７年度事業報告 

 

１．全般成果 

  少子・高齢化の急激な進展や核家族化の進行に伴う家族介護率の低下、地域住民同士の

社会的つながりの希薄化、物価高騰など、社会情勢の大きな変化を背景として、社会的孤

立など制度の狭間にある問題が潜在化するとともに、住民が抱える福祉の課題は複雑化・

複合化しています。 

このような状況の中、多様かつ複合的な地域生活課題を解決するために、住民相互の支

えあいによる互助の取り組みを進め、自助、互助、共助、公助の連携により、子どもから

高齢者まで、全ての住民が住み慣れた家庭や地域で安心して暮らし続けることができる

ような仕組みを確立することに努めました。 

  地域課題への取り込みについては、愛の福祉ネットワーク事業支援として、対象地区へ

職員を派遣し、支えあいマップの見直し等を行いました。また、令和６年度に発足した「あ

しや町法人連絡会」の事務局を担い、各々の特性を生かした地域貢献を目的として活動を

開始しました。小学校を対象とした福祉教育については、昨年度からの内容を充実させ実

施しました。 

  介護事業については、全国的に介護事業所の経営難が社会的課題となっている中、住民

のセーフティネット確保のため、事業の長期継続を目指し、職員体制を整備しました。 

  高齢者能力活用事業については、就労者の安全確保に努め、特に熱中症対策として空調

服貸与を開始し、各々が熱中症に対応するための勉強会を開催しました。 

   

２．各事業の報告 

（１）地域福祉の推進 

① 愛の福祉ネットワーク事業（共同募金配分金事業） 

地域福祉推進の中核的事業である「愛の福祉ネットワーク」事業実施地区に助成金

の交付、交流会への参加、事業支援、地域支え合いマップの見直し等を行いました。

また、各地区の今後の参考にしてもらうため、情報交換会を行いました。 

（愛の福祉ネットワーク事業助成金交付地区・８区） 

  白浜区・はまゆう区・船頭町区・江川台区・浜口区・三軒屋区・東町区・大君区 

     

② あしや助けあい・支えあいの会「あしたの会」への活動支援（法人運営事業） 

日常の軽度な困りごとを地域の中で助けあい、支えあう、一般町民が協力会員とな

って活動している団体です。助成金の交付を行うと共に、会員に対する支援を行いま

した。 

   【会員数と活動実績】 

内 容 令和７年度 令和６年度 差 

利用会員 ５６人 ６７人 △１１人 

協力会員 ５３人 ５０人 ３人 

個人賛助会員 １７人 ２４人 △７人 

団体賛助会員 ４団体 ４団体 ０団体 

サポート延べ提供時間 ４９６時間 ５０２時間 △６時間 

活動件数 １，５９４件 １，４６５件 １２９件 



（主なサポート内容） 

・ゴミ出し、話し相手、室内の掃除、除草・剪定作業等 

 

③ 子ども食堂への活動支援（法人運営事業） 

芦屋町に所在するこども食堂２カ所に対して、定期的に交流・支援を実施しました。 

（対象） 

 ・にじいろ食堂 

・もあはぴ食堂 

（サポート内容） 

 ・寄贈物品（食材・物品）の配分 

 ・共有会議の開催 

 

④ 地域交流サロン事業と社会福祉法人による買い物支援事業（法人運営事業） 

地域課題の解決への取り組みとして、自治区と社会福祉法人孝徳会（リカバリーセ

ンターひびき）との協働による、買い物支援事業を実施しました。 

（事業内容） 

・地区と人数  粟屋区（９名）、浜口区（10名）、白浜区（６名） 

・買い物場所  イオン若松ショッピングセンター 

・協働内容   参加者の送迎（マイクロバス及び運転手の提供） 

 

⑤ ボランティア活動の推進（共同募金配分金事業・法人運営事業） 

「芦屋町手をつなぐリボンの会」へ、助成金の交付を行うとともに、毎月の定例会、

各総会や研修、交流会等において、事前準備や資料作成、訪問施設の手配や調整支援

等を行いました。 

 

⑥ 高齢者等配食サービス事業（配食サービス事業・町事業受託） 

自宅での調理の困難な高齢者世帯を対象に、ボランティアグループ「八朔の会」の

協力のもと週３回（月・水・金）の配食を実施しました。１２月３１日はおせち料理

の配食を実施しました。配食総数及び八朔の会による調理数は以下のとおりです。 

 【配食数】 

  
利用者数（単位：人） 

７年度 ６年度 差 

一
般
食 

おかず＋ごはん ２，９７６ ２，１４９ ８２７ 

おかず ２，６５５ ３，６１４ △９５９ 

配達不能 ０ ０ ０ 

計 ５，６３１ ５，７６３ △１３２ 

おせち ３０ ２７ ３ 

計 ５，６６１ ５，７９０ △１２９ 

【八朔の会調理数】                        単位：食 

  ７年度 ６年度 差 

調理数 ２，０００ １，９５８ ４２ 

   



⑦ 「老人憩の家」管理（老人憩の家管理運営事業・町指定管理事業） 

老人憩の家（寿楽会館・山鹿荘・鶴松荘）を指定管理者制度で受託しました。それ

ぞれの施設の実績は以下のとおりです。 

※鶴松荘については、ボイラー故障のため入浴を中止し、休憩所として開館 

【開館日数】     

年度 ７年度 ６年度 差 

日数 ３０４ ３０５ △１ 

【利用人数】       

 延べ利用人数 一日あたり利用人数 

施設名 ７年度 ６年度 差 ７年度 ６年度 差 

寿楽会館  ６，７６３  ７，２９０ △５２７   ２２ ２４  △２ 

山鹿荘  ５，５７７  ５，９８０ △４０３ １８ ２０  △２ 

鶴松荘 １，４９５   ７２７ ７６８ ５ ２ ３ 

計 １３，８３５ １３，９９７ △１６２ ４５ ４６ △１ 

  

⑧ 社会福祉大会の実施（法人運営事業） 

住民の福祉に対する意識の高揚と今後の地域福祉の更なる推進を目的とし、本大会

を開催しました。参加者数は、１５１名でした。内容は以下のとおりです。 

ア）表彰 

（芦屋町）社会福祉特別功労者         １１名 

（芦屋町）感謝状 社会福祉事業協力者 小学校  ３校 

イ）映画会  

テーマ ヤングケアラー 

作 品 「猫と私と、もう１人のネコ」 

 

⑨ 福祉教育の実施（法人運営事業） 

ア） 福祉教育教材「ともに生きる」の配布 

 

イ） 町内３小学校を対象に福祉教育を実施 

学校名 内容 生徒数 

山鹿小学校 

福祉とは 

体験（車いす、アイマスク、白杖） 

リボンの会交流会 

５７人 

芦屋小学校 

福祉とは 

ヘルプマークについて 

聴覚障がいについて 

リボンの会交流会 

２８人 

芦屋東小学校 

福祉とは 

視覚障がいと盲導犬について 

認知症について 

高齢者疑似体験 

リボンの会交流会 

２２人 



    ウ）「手をつなぐ親の会アッシーキャラバン隊」への支援 

      芦屋町職員、芦屋町会議員、遠賀郡内の社会福祉協議会と行政職員等を対象に

知的障がい・発達障がいの疑似体験を紹介しました。また、サロン等への広報活

動を支援しました。 

 

⑩ 広報・啓発活動（共同募金配分金事業） 

ア）広報「ふれあい」の発行 

広報「ふれあい」を３回発行し、全世帯に配布しました。 

イ）ホームページ内から、災害義援金の募集や社協だよりを閲覧できるようにして

います。 

 

⑪ 日常生活自立支援事業の実施（法人運営事業） 

認知症や知的障がい、精神障がい等により、金銭管理・書類管理等が困難な方を対

象とし、事業を実施しました。 

                    ＊解約の内容 施設管理へ移行（入所のため） 

 

⑫ 高齢者能力活用事業の受託 

おおむね６０歳以上の就労者が健康を保ちながら各々の能力を発揮できるように、

事業を実施しました。 

【就労者の状況】 

 ７年度 ６年度 前年比 

登録者数 ５０人 ５８人 △８人 

（男性） ３２人 ３４人 △２人 

（女性） １８人 ２４人 △６人 

平均年齢 ７４．７歳 ７４．４歳 ０．３歳 

年齢構成 ５８～９３歳 ５７～９２歳  

年間稼働日数 
技能職 ２，３３２日 ２，４２５日 △９３日 

労務職 ３，２７１日 ３，３６８日 △９７日 

一人月平均 

就労日数 

技能職 １０日 １０日 ±０日 

労務職 １０日 １０日 ±０日 

     

    内訳 

 

 

 

区分 

Ｒ７年度 Ｒ６年度 

新
規
相
談
人
数 

総
契
件
約
数 

解
約
件
数 

支
援
回
数 

年
度
末
契
約
者
数 

新
規
相
談
人
数 

総
契
約
件
数 

解
約
件
数 

支
援
回
数 

年
度
末
契
約
者
数 

認知症高齢者 １３ ６ ２ ４５ ４ ５ ２ ３ ５３ ３ 

知的障がい者 １ ２ ０ ２０ ２ ０ ０ １ ２９ １ 

精神障がい者 ０ １ １ １３ ０ ０ １ １ ９２ １ 

計 １４ ９ ３ ７８ ６ ５ ３ ５ １７４ ５ 



  単位：千円 

売 上 ７年度 ６年度 差 

官公庁 ４２，２７４ ３８，９１０ ３，３６４ 

民 間 １５，２２１ １３，２９８ １，９２３ 

合 計 ５７，４９５ ５２，２０８ ５，２８７ 

    

【官庁・民間の内訳】  単位：件 

注件数 ７年度 ６年度 差 

官公庁 ８３ １３２ △４９ 

民 間 ３５１ ３９０ △３９ 

合 計 ４３４ ５２２ △８８ 

                                              

【作業内容の内訳】   単位：件 

作業内容 ７年度 ６年度 差 

剪 定 １４６ １５９ △１３ 

草 刈 １７０ ２２８ △５８ 

ふすま等    

清 掃 ６９ ８３ △１４ 

消 毒 ９ １５ △６ 

片づけ ２０ １９ １ 

その他 ２０ １８ ２ 

合 計 ４３４ ５２２ △８８ 

 

⑬ 福祉団体・福祉協力団体等への支援（法人運営事業・共同募金配分金事業） 

福祉団体及び福祉協力団体の運営を支援するために補助金を交付しました。団体名

は、以下のとおりです。老人クラブ連合会には、行事に対する事業助成を行いました。 

（福祉団体） 

手をつなぐ親の会 身体障害者福祉協議会 戦没者遺族会  

老人クラブ連合会 手をつなぐリボンの会 あしたの会 

（福祉協力団体） 

区長会 民生児童委員協議会 保護司会 

（障害者授産施設） 

みどり園 ＹＹくらぶ 

 （老人クラブ連合会への事業助成） 

上期スポーツ大会（延１５０人参加） 

下期スポーツ大会（延１５４人参加） 

長寿園芋掘り会（延４９３人参加） 

愛の一声運動（１５６件訪問）  

 

 

 



⑭ あしや町社会福祉法人連絡会 

「災害時に福祉関係者が担う役割とは」をテーマに合同研修会を開催し、熊本式の

福祉避難所開設方法を学びました。 

また、「福岡県小規模法人のネットワーク化による協働推進事業」の補助金を活用

して、被災時に備えてポータブル電源及び非常用簡易トイレセットを購入し参加法

人に配付しました。 

    （参加法人） 

      遠賀中間会 まつかぜ会 孝徳会 敬愛優 芦屋町社会福祉協議会 

 

（２）専門的ケアサービスの提供等 

① 居宅介護支援事業（介護サービス事業） 

介護保険制度において、ケアマネジャー（介護支援相談員）は、介護が必要な方や

そのご家族の相談に応じ、介護サービスの利用に向けた支援や調整を行いました。ご

本人の希望や心身の状態に応じて、安心して住宅生活を続けられるよう支援していま

す。一人暮らしの方や入退院の支援、在宅でのターミナルケア、緩和ケアを希望する、

もしくは受ける利用者様に対して包括的ケアの必要性を把握して対応しています。 

【ケアプラン対応人数】  

区分 ７年度 ６年度 差  

介護予防 ３０９ ３２８ △１９  

居宅介護 ５６７ ６０５ △３８  

計 ８７６ ９３３ △５７  

 

② 訪問介護事業（介護サービス事業） 

高齢者が住み慣れた自宅で安心して生活できるよう、身体介護や生活援助を提供す

る地域に根ざした重要なサービスですが、人件費の高騰や燃料や光熱費など固定費の

高騰が事業所の収益を圧迫しています。 

【サービス提供回数】                   

区分 ７年度 ６年度 差  

総合事業 ２，２６１ １，９４３ ３１８  

訪問介護 ２，８１１ ３，０５０ △２３９ 

計 ５，０７２ ４，９９３ ７９  

 

③ 障がい者事業（障害福祉サービス事業） 

障がい者及び、障がい児世帯を対象に訪問介護サービスの提供や同行援護（外出支

援）を行いました。特定相談支援事業は廃止しました。 

 【サービス提供回数】  

区分 ７年度 ６年度 差  

同行援護 

居宅介護 
１，０３２ ９９５ ３７  

 

 

 



④ 家事・介護サービス（介護サービス事業） 

芦屋町の住民で日常生活に必要な家事支援サービスを提供することで、在宅での生

活が維持出来ることを目的に訪問介護サービス、保険適応外サービスを提供しました。 

 

⑤ ひとり親家庭等日常生活支援事業の受託（介護サービス事業） 

ひとり親家庭等日常生活支援事業を受託しています。 

 

⑥ 備品貸付事業（法人運営事業） 

一時的、緊急的に車いす等が必要となった世帯に対し、以下の備品を貸し出しまし

た。 

 

   【貸出件数】 

 ７年度 ６年度 

車椅子 ４６ ２５ 

シャワーチェア ０ ０ 

 

（３）低所得者支援 

① 修学旅行小遣い援助（共同募金配分金事業）  

生活保護受給世帯及準要保護世帯を対象に小、中学生の修学旅行小遣いの一部援助

を行ないました。援助額は小学校２，５００円、中学校５，０００円を限度額とし、

学校の定める小遣いの半額を基準としています。 

 

学校名 
助成人数（単位：人） 

７年度 ６年度 差 

山鹿小学校 ５ １１ △６ 

芦屋小学校 １１ ５ ６ 

芦屋東小学校 ８ ４ ４ 

芦屋中学校 ２８ ３０ △２ 

計 ５２ ５０ ２ 

 

② 新規生活保護受給世帯に対する一時貸付（法人運営事業） 

新規に生活保護受給決定世帯に対する扶助費の一時立替え貸付け 

【貸付件数】１件 

 

③ 生活福祉資金の貸付事務の受託（生活福祉資金貸付事業・共同募金配分金事業） 

福岡県社会福祉協議会の受託事業として、生活福祉資金の貸付事務を行いました。 

                                単位：件 

  支援内容 ７年度 ６年度 差 

福祉資金 

相談 １６ １１ ５ 

申込 ２ ０ ２ 

決定 ２ ０ ２ 

     



教育支援資金 

相談 ２ ５ △３ 

申込 １ ３ △２ 

決定 １ ３ △２ 

緊急小口資金 

相談 ９ ４ ５ 

申込 ５ ３ ２ 

決定 ５ ３ ２ 

  

④ 生活困窮者への食糧支援（共同募金配分金事業） 

一時的・緊急的に支援が必要となった生活困窮者に対し、数日分の食糧等の支援を

行いました。 

単位：件 

  ７年度 ６年度 差 

食 糧 支 援 ７ １０ △３ 

日用品支援 ３ ０ ３ 

物 品 貸 出 １ ０ １ 

計 １１ １０ １ 

 

  ⑤ ふくおかライフレスキュー事業による支援 

    福岡県内の社会福祉法人２６０法人が参加する「生計困難者に対する相談支援事業」

であるふくおかライフレスキュー事業への参加法人として、町内の生計困難者（世帯）

に対し、相談支援と併せて食料品・生活用品・衣料の現物給付を行いました。 

   【支援件数】２件 

 

（４）災害時の対策・支援等 

① 令和７年８月６日からの大雨への対応（法人運営事業） 

町内で床上・床下の浸水被害が発生し、企業１件、床上浸水１件、床下浸水４件の

災害支援を行いました。その際の「つながる支援」が評価され、職員がセミナー登壇

しました。 

    ・令和８年２月１３日 第３回都市型災害セミナー「連携で生まれた支援」 

    ・令和８年３月７日  中遠地区 地域でつながる被災者セミナー 

    

  ② 災害関係の研修会等参加（法人運営事業） 

研修等名称 参加人数 

ひびき青年会議所合同防災研修 ３ 

災害支援団体連携セミナー １ 

芦屋町大雨洪水避難訓練 ２ 

災害ボランティアセンター設置運営訓練 ２ 

福岡県防災講演会 ２ 

都市型災害セミナー ２ 

中遠地区 地域でつながる被災者支援セミナー（役職員研修） ２１ 

福祉避難所立上げシミュレーション（社会福祉法人合同研修）   ４０ 

 



  ③ 災害ボランティアセンターの資機材整備 

    筑前東部郵便局長会遠賀部会からの寄附金を活用して、床下乾燥用のサーキュレー

ターを購入しました。 

 

（５）法人の運営 

① 法人運営と強化（法人運営事業） 

住民の代表である理事会を中心に法人運営を行いました。 

 

    理事会         ５回 

評議員会        ２回 

正副会長会議      ７回 

評議員選任・解任委員会 ２回 

事業運営部会      ３回 

安全衛生委員会    １２回 

 

② 財政基盤の整備（法人運営事業） 

自主財源の確保を目的に住民会員制度を実施しています。企業・商店を対象とした

特別会費制度については、令和６年度より郵送にて加入依頼をする方法に変更してい

ます。 

単位：円 

  令和７年度 令和６年度 差 

一般会費 ２７２，４００ ３０３，８００ △３１，４００ 

特別会費 ６５，０００ ７１，０００ △６，０００ 

計 ３３７，４００ ３７４，８００ △３７，４００ 

        

    


